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３ 選定種の解説 

  （２）大型水生甲殻類 

 



新潟県カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類

【特記事項】　釣りエサや観賞用等で持ち込まれた外来のカワリヌマエビ属
が越後平野を中心に分布域を広げ、ミゾレヌマエビやヌカエビの生息地が
急速に減少している。このことから、外来のカワリヌマエビ属の移入を防止
する対策が必要となっている。

エビ目　ヌマエビ科
新潟県カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類

ヌ カ エ ビ Paratya improvisa Kemp 環境省カテゴリー

【選定理由】　減少、環境悪化、その他

【形態と近似種】　全長約3㎝。眼上棘をもつ。額角の上縁には6～20歯があるが、頭胸甲上の歯はないか、あってもごくわず
かである。雄の第３胸脚指節には20本以上の棘があり、前節の先端部が幅広い。体は透明で、白色や灰色などの小斑点
が入る個体もいる。

【分布の状況】　日本海側は青森県から島根県、太平洋側は青森県から愛知県、
琵琶湖に分布し、河川の下流域から上流域や湖沼に生息する。新潟県では、全県
的に生息地が存在する。

【生息を脅かしている原因】　水湿地の減少、河川の改変、農地の改変、移入種の
侵入

ミゾレヌマエビ Caridina leucosticta Stimpson 環境省カテゴリー

【選定理由】　減少、環境悪化、その他

【形態と近似種】　全長約3㎝。眼上棘がない。額角は第１触角柄部先端をわずかに超え、その上縁には12～30歯、下縁に
は3～22歯がある。雄の第１腹肢の内肢に内突起はない。体色は透明または淡褐色で、白色や赤褐色などの小斑点が散
在する。

【特記事項】　これまで、頭胸甲上の歯の有無などから、県内には２亜種の
ヌマエビ属Paratya が生息すると考えられてきた（県北部にヌカエビ、県南
部にヌマエビ）。しかし、近年の遺伝子解析により、新潟県を含む北日本か
ら北陸地方には一生を淡水域で暮らす大卵少産型のヌカエビParatya
improvisa  が分布し、南日本には成長初期に一時的に降海する小卵多産
型のヌマエビ Paratha compressa が分布することが明らかになった。ヌカ
エビには遺伝的分化を遂げた複数の地域集団が存在し、新潟県北部には
（これまでヌカエビと呼んでいた）「東北日本海型」が、県南部には（これま
でヌマエビとされてきた）「北陸型」が生息すると考えられる（池田 1999）。
佐渡には「北陸型」が分布するが、県内における両型の分布域はかなり入
り組んでいる。ヌカエビ属の分類については、統一的な見解が現在でも得
られていないことから、豊田・関（2014）に従った。

【分布の状況】　新潟県、茨城県以南の本州、四国、九州、南西諸島の河川の下流域から中流域に生息する。新潟県では
本州側の河川下流域や佐渡島に生息している。

【生息を脅かしている原因】　水湿地の減少、河川の改変、移入種の侵入
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エビ目　テナガエビ科

【形態と近似種】　全長約6㎝。額角は細長く、その長さは第１触角柄部第３節を超える。額角の上縁には５～６歯、先端に１
小歯がある。体は透明で、頭胸甲には濃褐色の縞模様が、腹節には横縞がある。

絶滅危惧Ⅱ類

環境省カテゴリー

【特記事項】

【選定理由】　減少、環境悪化、希少

【形態と近似種】　甲幅約1㎝。甲は横長の六角形で、甲背は平滑で光沢があり、隆起した１条の稜線がある。鉗脚は歩脚よ
り短小で、歩脚の長節にはやや曲がった稜線が縦走する。雌雄とも、赤い腹部が目立つ。

【生息を脅かしている原因】　河川の改変、一般開発

Deiratonotus cristatus De Manアリアケモドキ
新潟県カテゴリー

エビ目　ムツハアリアケガニ科

【分布の状況】　北海道から九州、奄美大島、沖縄島に分布し、河川汽水域の泥質干潟や周辺の澪筋に生息する。新潟県
では、下越地域や佐渡島の汽水域に分布している。佐渡の国府川では、生息環境が失われ、確認できなくなっている。

【特記事項】　スジエビには、別種レベルの遺伝的分化を遂げた両側回遊
型と陸封型の存在が報告されている。両側回遊型は、河川中流から下流
に生息し、額角の下縁に３歯がある個体が多く、卵径は1.2mm程度である。
陸封型は、河川の中流から上流や湖沼に生息し、額角下縁に２歯がある
個体が多く、卵径は1.5mm程度である。

Palaemon paucidens De Haanス ジ エ ビ

【分布の状況】　北海道、本州、四国、九州、屋久島まで分布する。新潟県では、河川の下流域から中流域、湖沼に生息す
る。
【生息を脅かしている原因】　水湿地の減少、河川の改変、農地の改変、移入種の
侵入

新潟県カテゴリー 準絶滅危惧

環境省カテゴリー

【選定理由】　減少、環境悪化
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エビ目　ベンケイガニ科
新潟県カテゴリー 準絶滅危惧

ア カ テ ガ ニ Chiromantes haematocheir (De Haan) 環境省カテゴリー

準絶滅危惧

【特記事項】

Chiromantes dehaani (H. Milne Edwards)

【選定理由】　減少、環境悪化

【形態と近似種】　甲幅約3㎝。鉗脚は鮮紅色で、鉗脚の表面は平滑である。甲は四角形で前後で湾曲し、側縁に切れ込み
はない。甲の色は赤色や褐色から緑色で、表面は滑らかである。

【分布の状況】　秋田県、岩手県以南の本州、四国、九州各地の河川の下流域、海岸近くの林、土手、水田の畔に生息す
る。新潟県では、本土側の北部から中央部および佐渡島の汽水域や海岸近くに生息する。夏頃には、卵を抱えたメスが幼
生を放出するために海岸に集まってくる。

【生息を脅かしている原因】　河川の改変、一般開発

【特記事項】

【分布の状況】　青森県、宮城県以南の本州、四国、九州、南西諸島の河川の下流域のヨシ沼、土手、草地、水田の畔に生
息する。新潟県でも塩水の影響を受ける河川の下流域に生息している。アカテガニ同様、海岸に下って幼生を放出する。

環境省カテゴリー

【選定理由】　減少、環境悪化

【形態と近似種】　甲幅約3㎝。鉗脚は紫色で、外面には白色の顆粒が多数点在する。甲の側縁に切れ込みはないが、額の
上縁の中央に浅いくぼみがある。甲は暗色で、前縁に４つの隆起があり、中央が深くへこむ。歩脚には多数の剛毛がある。

【生息を脅かしている原因】　河川の改変、一般開発

クロベンケイガニ
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